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【課題の概要】 

 シアノバクテリアは、KaiA、 KaiB、 KaiC の３種類のタンパ

ク質からなる生物時計システムを持っており、それらの協調に

より約 24 時間周期の概日リズムを刻んでいる。本研究では、そ

の中で鍵となる役割を担う KaiC の分子特性を、生理学的機能が

失われない極限レベルまで削ぎ落として単純化するアプローチ

により、概日時計の本質である自律的発振、周期の温度補償性、

同調能がどのように営まれるかについてを原子レベルで明らか

にし、概日時計の源振動の実体の解明を目指す。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 地球上に生息するバクテリアから哺乳類に至る多様な生物

は、いずれも「24 時間」という地球の自転周期に合わせた生物

時計を持っている。本研究では、シアノバクテリアの生物時計

システムを対象として、応募者が実績をもつ時計振動機構の研

究手法により、概日時計を原子レベルで解明するところに特徴

がある。進化的な解析を通して概日時計の起源にまで迫ること

を目指しており、概日時計の本質を明らかにすることが期待さ

れる。 

 


